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んが蠢く｡ 草を顔で動かす｡ 口をモゴモゴ動かす｡ 赤ちゃん





























空間変化 (高さ) については [図４] に示
すように, 視聴前後いずれも ｢題材：うさぎ｣
の特性を受け, 座位が大半を占めている｡ 視
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聴後の平均使用時間においては膝立 (５％水
準)・座位 (0 1％水準) が増加, 立位の使用




















































技能 ３項 身体による表現 (２)｣ 角尾和子・
角尾稔編著 『表現』  178 182・ 181 川島書店
1999
５) 黒川健一：『第７章 領域 ｢表現｣ のこれまでとこ


















『表現』  91 95 川島書店 1999
(2008年12月３日 受理)
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